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第
12
回
通
常
総
会
の
お
知
ら
せ

ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

岡
田
憲
明
氏

株
式
会
社
Ｊ
Ｓ
フ
ァ
ン
ダ
リ 

代
表
取
締
役
社
長

企
業
訪
問

J.secret

（
ジ
・
シ
ク
レ
）

知
っ
て
得
す
る
税
の
お
話

令
和
５
年
度

税
制
改
正
関
連
法
案
の
う
ち
資
産
課
税
に
つ
い
て

麻
布
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

活
動
報
告

総
務
委
員
会
、
ゴ
ル
フ
同
好
会

組
織
強
化
委
員
会

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ

第
10
回
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
選
考
会

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
授
賞
式
、イ
ベ
ン
ト
手
話

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ

租
税
教
室
、
私
の
仕
事

令
和
５
年
度
税
制
改
正
大
綱

新
会
員
の
ご
紹
介

都
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

麻
布
な
ぞ
な
ぞ
物
語
、
事
務
局
か
ら

編
集
後
記

P2P4P6P7P8P12 P10P14P19 P18 P18 P16

決
算
法
人
説
明
会

日
時
／
５
月
11
日
13
：
30
〜
16
：
00　

　
　
　
６
月
19
日
13
：
30
〜
16
：
00　

　
　
　
７
月
14
日
13
：
30
〜
16
：
00　

会
場
／
麻
布
税
務
署
別
館
会
議
室

決
算
期
を
迎
え
る
法
人
対
象
（
会
員
を
問
わ
ず
）。

主
に
決
算
・
申
告
の
実
務
、
法
人
税
を
解
説
。

第
１
回
源
泉
部
会
研
修
会

日
時
／
５
月
18
日
14
：
00
〜
16
：
00　

会
場
／
麻
布
税
務
署
別
館
会
議
室

令
和
５
年
度
第
１
回
理
事
会

日
時
／
５
月
19
日
15
：
00
〜
（
予
定
）

会
場
／
麻
布
税
務
署	

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
報
告
会
・
講
演
会
・
懇
親
会

日
時
／
５
月
26
日
16
：
00
〜
20
：
00	

会
場
／
国
際
文
化
会
館

新
設
法
人
説
明
会

日
時
／
６
月
20
日
13
：
30
〜
16
：
00　

会
場
／
麻
布
税
務
署
別
館
会
議
室	

対
象
は
新
設
法
人
（
会
員
を
問
わ
ず
）。
税
知
識
・
会
社
設
立
に
伴
う
税
務
手
続

き
を
解
説
。

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
報
告
会

日
時
／
６
月
21
日　
報
告
会
17
：
00
〜
18
：
00　
懇
親
会
18
：
00
〜
20
：
00

会
場
／
赤
坂
ア
プ
ロ
ー
ズ
ス
ク
エ
ア
迎
賓
館	

第
12
回
通
常
総
会

日
時
／
６
月
26
日　
総
会
16
：
00
〜　
懇
親
会
17
：
40
～
（
予
定
）

会
場
／
明
治
記
念
館	

令
和
５
年
度
第
２
回
理
事
会
・
懇
親
会

日
時
／
７
月
20
日　
理
事
会
16：00
〜　
懇
親
会
17：40
～（
予
定
）

会
場
／
明
治
記
念
館	

各イベント共中止・延期・変更の可能性がございます。
最新情報はホームページをご確認いただくか、麻布法人会事務局迄お問合せ下さい。

https://www.azabu-hojinkai.or.jp/
TEL 03-3408-1324

公益社団法人 麻布法人会

『第12回通常総会』のお知らせ

日時⃝令和5年6月26日㈪
　　　総　会／16：00〜　予定
　　　懇親会／17：40〜　予定
会場⃝明治記念館
　　　住所／港区元赤坂２－２－23
　　　電話／03－3403－1171

対象⃝麻布法人会会員

別途郵送にて招集通知と議案書を送付いたします。
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現
・
ロ
ー
ム
傘
下
）
の
ト
ッ
プ
を
務
め
、

日
本
の
半
導
体
業
界
で
数
々
の
手
腕
を
振

る
っ
て
き
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。
半
導
体

の
「
受
託
製
造
」
と
い
う
、
国
内
初
の
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
挑
む
思
い
に
つ
い
て
お

伺
い
し
た
。

「
フ
ァ
ン
ダ
リ
と
は
、
自
社
で
設
計
は
行

わ
ず
、
発
注
元
の
設
計
図
に
基
づ
い
て
半

導
体
の
製
造
を
専
門
に
行
う
企
業
や
工
場

で
す
。
世
界
で
は
当
た
り
前
の
ス
タ
イ
ル

で
す
が
、
日
本
で
は
設
計
と
製
造
の
分
業

と
い
う
の
が
な
か
な
か
進
み
ま
せ

ん
で
し
た
。
日
本
人
特
有
の
セ
ク

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
、
自
社
で
設
計

し
た
も
の
は
自
社
で
作
り
た
い
、

も
の
づ
く
り
を
一
貫
し
て
一
社
で

全
て
や
る
と
い
う
縦
割
り
の
考
え

方
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
日
本
の

半
導
体
の
弱
体
化
を
招
い
た
要
因

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
し

ょ
う
。

　
Ｊ
Ｓ
フ
ァ
ン
ダ
リ
は
オ
ン
セ
ミ

新
潟
を
母
体
と
し
、
ア
ナ
ロ
グ
・

パ
ワ
ー
半
導
体
の
フ
ァ
ン
ダ
リ
・

ビ
ジ
ネ
ス
を
専
業
と
す
る
会
社
に

な
り
ま
す
。
我
々
は
単
に
フ
ァ
ン

ダ
リ
・
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
掛
け
る
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、
脆
弱
化
し

て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
・
パ
ワ
ー
半
導

体
の
国
内
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

強
靭
化
、
さ
ら
に
は
国
内
教
育
機

関
に
お
け
る
ア
ナ
ロ
グ
・
パ
ワ
ー

半
導
体
の
研
究
、
開
発
の
お
手
伝

い
を
す
る
事
に
よ
り
、
日
本
の
半

導
体
発
展
に
貢
献
す
る
事
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
」

ア
ナ
ロ
グ
・
パ
ワ
ー
半
導
体
の

需
要
拡
大
に
応
え
る

　
半
導
体
に
は
デ
ジ
タ
ル
（
メ
モ
リ
、
ロ

ジ
ッ
ク
Ｉ
Ｃ
）
と
、ノ
ン・デ
ジ
タ
ル
（
ア

ナ
ロ
グ
・
パ
ワ
ー
半
導
体
）
が
あ
り
、
Ｊ

Ｓ
フ
ァ
ン
ダ
リ
は
ア
ナ
ロ
グ
・
パ
ワ
ー
半

導
体
に
特
化
し
た
フ
ァ
ン
ダ
リ
に
な
る
。

半
導
体
を
用
い
た
デ
バ
イ
ス
と
い
う
と
Ｃ

Ｐ
Ｕ
や
メ
モ
リ
な
ど
の
集
積
回
路
が
ま
ず

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
が
、
ア
ナ
ロ
グ
・
パ
ワ

ー
半
導
体
と
は
果
た
す
役
割
に
大
き
な
違

い
が
あ
る
と
言
う
。

「
先
端
分
野
の
半
導
体
に
話
題
が
集
ま
り

が
ち
で
す
が
、
日
本
の
半
導
体
が
生
き
残

る
た
め
に
真
に
伸
ば
す
べ
き
は
、
ア
ナ
ロ

グ
・
パ
ワ
ー
半
導
体
で
あ
る
と
私
は
確
信

し
て
い
ま
す
。
日
本
に
は
ア
ナ
ロ
グ
・
パ

ワ
ー
半
導
体
の
メ
ー
カ
ー
や
技
術
者
が
多

く
存
在
し
、
世
界
市
場
の
中
で
高
い
競
争

力
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
ま
た
電
気
自
動

車（
Ｅ
Ｖ
）や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
を
高
め

る
キ
ー
デ
ィ
バ
イ
ス
と
し
て
、
今
後
さ
ら

な
る
市
場
規
模
の
拡
大
が
見
込
め
ま
す
」

　
Ｊ
Ｓ
フ
ァ
ン
ダ
リ
は
、
日
本
政
策
投
資

銀
行
や
伊
藤
忠
商
事
が
出
資
す
る
投
資
フ

ァ
ン
ド
、
マ
ー
キ
ュ
リ
ア
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
の
中
核
子
会
社
マ
ー
キ
ュ
リ
ア
イ
ン

ベ
ス
ト
メ
ン
ト
ほ
か
産
業
創
成
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
ら
の
提
携
に
よ
っ
て
設
立
。
親
会

社
を
持
た
な
い
、
完
全
独
立
系
の
工
場
で

あ
る
の
も
特
徴
だ
。

「
新
潟
県
小
千
谷
市
の
自
社
工
場
は
、
約

16
万
㎡
の
敷
地
面
積
に
、
床
面
積
約
10
万

２
千
㎡
の
建
屋
と
約
２
万
㎡
の
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
を
備
え
、
ア
ナ
ロ
グ
・
パ
ワ
ー
半

導
体
の
前
処
理
、
裏
面
処
理
、
Ｅ
Ｐ
Ｉ
積

層
、
チ
ッ
プ
サ
イ
ズ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
の

加
工
、
製
造
を
行
い
ま
す
。
２
０
２
４
年

に
は
８
イ
ン
チ
ウ
エ
ハ
に
対
応
す
る
ア
ナ

ロ
グ
・
パ
ワ
ー
半
導
体
生
産
ラ
イ
ン
を
新

設
し
、
さ
ら
に
２
０
２
５
年
に
は
６
イ
ン

チ
ラ
イ
ン
を
転
用
し
て
、
化
合
物
半
導
体

を
用
い
た
パ
ワ
ー
半
導
体
の
生
産
を
開
始

す
る
予
定
で
す
」

自
社
工
場
か
ら
雇
用
を
生
み
出
し

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す

　

新
潟
県
小
千
谷
市
の
宮
崎
悦
男
市
長

は
、
Ｊ
Ｓ
フ
ァ
ン
ダ
リ
の
新
規
雇
用
者
採

用
へ
の
支
援
や
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
推
進
、
人

材
育
成
の
環
境
整
備
や
住
宅
の
設
備
に
も

力
を
注
い
で
い
く
方
針
を
発
表
。
地
域
経

済
の
活
性
化
に
繋
が
る
、
Ｊ
Ｓ
フ
ァ
ン
ダ

リ
の
未
来
に
希
望
を
託
す
。

「
人
材
の
確
保
は
最
重
要
課
題
で
す
。
そ

の
た
め
に
も
地
域
社
会
と
の
連
携
は
不
可

欠
で
す
。
小
千
谷
市
に
雇
用
を
生
み
、
経

済
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う
面
で
も
、
日

本
の
フ
ァ
ン
ダ
リ
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
成
功
例

と
な
り
、
魅
力
的
な
職
場
つ
く
り
を
目
指

さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
内
の
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
を

卒
業
し
た
学
生
の
う
ち
、
県
内
企
業
に
就

職
し
た
割
合
は
、
大
学
生
は
６
割
を
切
る

な
ど
人
材
流
出
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
厚

生
労
働
省
が
３
月
に
発
表
し
た
２
０
２
１

年
の
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
で
、
フ
ル

タ
イ
ム
で
働
く
人
の
平
均
月
給
を
都
道
府

県
別
に
見
る
と
新
潟
県
は
全
国
30
位
。
雇

用
条
件
の
差
な
ど
か
ら
、
首
都
圏
な
ど
県

外
の
企
業
を
選
ぶ
学
生
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
小
千
谷
市
は
東
京
と
比

べ
る
と
家
賃
を
は
じ
め
物
価
が
安
く
、
た

と
え
多
少
賃
金
が
低
く
て
も
手
元
に
残
る

お
金
は
、
東
京
よ
り
多
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
気
候
不
順
で
都
会
の
野
菜

の
値
段
が
上
が
っ
て
も
、
こ
ち
ら
で
は
新

鮮
な
地
場
野
菜
が
安
く
手
に
入
り
ま
す
。

今
は
工
場
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
時
期
な

の
で
、
小
千
谷
市
に

住
居
を
構
え
、
８
割

は
こ
ち
ら
で
生
活
し

て
い
ま
す
が
、
景
色

は
美
し
く
、
食
べ
物

も
美
味
し
い
で
す

よ
。
車
で
１
時
間
も

走
れ
ば
い
い
温
泉
地

が
た
く
さ
ん
あ
り
、

妻
と
二
人
で
休
日
は

温
泉
巡
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
」

世
界
的
な
半
導
体
の
供
給
不
足
が

問
題
化
す
る
な
か
、
２
０
２
２
年

12
月
、
国
内
初
と
な
る
独
立
系
フ

ァ
ン
ダ
リ
専
業
会
社
「
株
式
会
社

Ｊ
Ｓ
フ
ァ
ン
ダ
リ
」
が
誕
生
。
半

導
体
「
再
興
」
の
カ
ギ
を
握
る
、

新
た
な
フ
ァ
ン
ダ
リ
・
ビ
ジ
ネ
ス

に
注
目
が
集
ま
る
。
代
表
取
締
役

社
長
を
務
め
る
岡
田
憲
明
氏
に
、

新
潟
自
社
工
場
の
始
動
と
未
来
に

懸
け
る
思
い
を
お
伺
い
し
た
。

半
導
体
産
業
の
明
日
を
担
う

国
内
初
、
独
立
系
フ
ァ
ン
ダ
リ

　
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
支
え
る
、
重
要
基
盤

で
あ
る
半
導
体
。
世
界
の
半
導
体
市
場
に

お
け
る
日
本
の
シ
ェ
ア
は
１
９
８
８
年
に

50
．
３
％
と
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
だ
っ
た
が
、

１
９
９
０
年
以
降
徐
々
に
そ
の
地
位
を
低

下
さ
せ
、
２
０
２
０
年
に
は
10
％
以
下
に

ま
で
減
少
。
海
外
で
は
台
湾
、
韓
国
が
台

頭
す
る
一
方
、
80
年
代
に
世
界
を
席
巻
し

た
日
本
の
半
導
体
産
業
は
、
過
去
30
年
で

存
在
感
を
大
き
く
下
げ
た
。
代
表
取
締
役

社
長
の
岡
田
憲
明
氏
は
、
ラ
ピ
ス
セ
ミ
コ

ン
ダ
ク
タ
（
旧
沖
電
気
の
半
導
体
部
門
、

岡
田
憲
明
氏

株
式
会
社
Ｊ
Ｓ
フ
ァ
ン
ダ
リ 

代
表
取
締
役
社
長

▪岡田  憲明（おかだ  のりあき）プロフィール

株式会社JSファンダリ代表取締役社長。1981
年、名古屋工業大学工学部卒業。同年、沖電気
工業株式会社に入社。半導体プロセス開発、生
産技術に従事。2003年、宮城工場長、2005年、
半導体生産本部長、バイスプレジデントを経て、
2010年ラピスセミコンダクタ代表取締役社長
就任。2019年退任し、2022年12月より現職。

取材：吉田眞紀子、前畑隆之／文責：池上薫　　　



2023.4 67

打ち上げ、セミナー、誕生日会に
都心の一軒家で
大人のBBQパーティを提案
J.secret（ジ・シクレ）
TEL：03－6277－8313
https://j-secret.jp

　
六
本
木
グ
ラ
ン
ド
タ
ワ
ー
裏
手
の
奥
ま

っ
た
路
地
に
ひ
っ
そ
り
佇
む
「
ジ
・
シ
ク

レ
」
は
、
店
名
が
示
す
通
り
、
静
け
さ
に

包
ま
れ
た
隠
れ
家
的
な
一
軒
家
。
テ
ラ
ス

か
ら
ひ
と
続
き
に
な
っ
た
店
内
で
、
シ
ェ

フ
が
腕
を
振
る
う
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ス

が
楽
し
め
る
貸
切
り
パ
ー
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
、
７
年
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

演
奏
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い

音
楽
家
た
ち
に
活
躍
の
場
を

　
店
主
の
森
脇
順
子
氏
は
、音
大
卒
業
後
、

音
楽
教
室
の
教
師
を
は
じ
め
、
ホ
テ
ル
や

結
婚
式
場
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
活
動
し

て
い
た
が
、
演
奏
す
る
機
会
が
少
な
く
、

将
来
に
不
安
を
抱
え
て
い
た
中
で
、
い
つ

か
生
演
奏
が
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン
や
、

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
の
よ
う
な
店
を
持
ち
、
音

大
生
や
卒
業
生
が
活
躍
で
き
る
場
を
作
り

た
い
と
考
え
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
の

専
門
学
校
や
ワ
イ
ン
の
学
校
に
も
通
い
、

ひ
と
通
り
料
理
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
何

か
音
楽
と
結
び
付
け
ら
れ
な
い
か
と
考
え

て
い
た
と
こ
ろ
、
六
本
木
で
手
広
く
飲
食

店
を
経
営
す
る
知
人
か
ら
、
新
店
舗
出
店

の
話
が
あ
っ
た
そ
う
。

「
た
ま
た
ま
お
話
を
頂
い
て
、そ
れ
な
ら
、

ピ
ア
ノ
を
置
い
て
、
食
事
も
で
き
て
、
パ

ー
テ
ィ
や
イ
ベ
ン
ト
に
も
使
え
る
場
を
作

れ
た
ら
い
い
な
と
。
ち
ょ
う
ど
タ
イ
ミ
ン

グ
が
合
っ
た
こ
と
か
ら
、
初
め
て
お
店
作

り
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　
“
ワ
イ
ン
も
飲
め
て
、
楽
器
の
持
ち
込

み
Ｏ
Ｋ
、
子
供
も
ペ
ッ
ト
も
参
加
で
き
て

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
”
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で

ス
タ
ー
ト
し
、口
コ
ミ
で
評
判
が
広
ま
り
、

リ
ピ
ー
タ
ー
も
順
調
に
増
え
て
い
っ
た
。

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
自
在

対
応
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
は
、
シ
ェ
フ
が
目
の
前

で
調
理
す
る
ス
タ
イ
ル
で
、
ベ
ー
シ
ッ
ク

コ
ー
ス
／
２
時
間
６
０
０
０
円
（
１
名
）

～
。
ビ
ー
ル
や
ハ
イ
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ド

リ
ン
ク
は
飲
み
放
題
。
系
列
の
焼
肉
専
門

店
が
肉
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
担
当
す
る
ほ

か
、
そ
の
時
々
で
国
産
に
こ
だ
わ
っ
た
上

質
な
食
材
を
独
自
に
仕
入
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
ス
／
３
時
間
１

万
円
は
、
基
本
コ
ー
ス
に
加
え
、
好
み
の

肉
や
海
鮮
な
ど
を
自
社
ル
ー
ト
で
仕
入
れ

調
理
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
贔
屓
に
し
て
い
る
お
肉
を
お
友
だ
ち
に

食
べ
さ
せ
た
い
と
、
持
参
す
る
方
も
い
ま

す
。
ま
た
、
ど
こ
そ
こ
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
を

召
し
上
が
り
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
れ

ば
、
可
能
な
限
り
お
応
え
し
て
い
ま
す
」

　
高
級
な
ワ
イ
ン
や
シ
ャ
ン
パ
ン
、
珍
し

い
日
本
酒
、
ケ
ー
キ
な
ど
の
持
ち
込
み
も

自
由
で
、
持
ち
込
み
料
は
す
べ
て
無
料
。

「
ワ
イ
ン
に
関
し
て
は
、
ハ
ウ
ス
ワ
イ
ン

以
外
に
、
こ
こ
で
し
か
飲
め
な
い
希
少
な

ボ
ト
ル
も
扱
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ョ
エ
ル
・

ロ
ブ
シ
ョ
ン
の
ご
子
息
ル
イ
・
ロ
ブ
シ
ョ

ン
の
ワ
イ
ン
を
置
い
て
い
ま
す
が
、
気
軽

に
飲
め
る
プ
ラ
イ
ス
で
、お
す
す
め
で
す
」

　
時
間
帯
や
人
数
も
状
況
に
応
じ
て
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
に
対
応
し
て
い
て
、
午
前
中
か

ら
子
供
の
誕
生
日
会
を
開
催
す
る
こ
と
も

あ
れ
ば
、
昼
の
時
間
帯
に
マ
マ
友
の
ラ
ン

チ
会
、
夜
は
会
社
関
係
の
歓
送
迎
会
や
結

婚
式
の
二
次
会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
集
い

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

元
気
が
出
る

オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
も
企
画

　
と
は
い
え
、
大
勢
で
集
ま
っ
て
食
事
を

楽
し
む
業
態
だ
け
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
打

撃
も
大
き
く
、
以
前
は
メ
イ
ン
だ
っ
た
企

業
の
利
用
が
皆
無
に
な
っ
た
と
い
う
。

「
カ
ラ
オ
ケ
も
置
い
て
あ
り
、
持
ち
込
み

も
自
由
で
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
と
い
う
こ
と

で
、
周
辺
企
業
の
リ
ピ
ー
ト
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
一
気
に
激
減
し
た
の
で
、
し

ば
ら
く
は
き
つ
か
っ
た
で
す
ね
。
そ
の
代

わ
り
に
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
系
の
若
い
起
業
家

の
お
客
様
が
増
え
、
食
事
前
に
セ
ミ
ナ
ー

を
開
く
な
ど
、
新
し
い
使
い
方
を
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
最
近
は
、
店
舗
向
け
の
ワ
イ
ン
の
試
飲

会
や
、
食
事
を
し
な
が
ら
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
を
鑑
賞
す
る
会
な
ど
、
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
、好
評
を
博
し
て
い
る
。

「
音
楽
と
も
関
わ
っ
て
い
き
た
い
の
で
、

オ
ペ
ラ
の
ラ
イ
ブ
を
行
っ
た
り
、
外
国
人

の
パ
ー
テ
ィ
で
、
篠
笛
や
琴
、
尺
八
な
ど

和
楽
器
の
奏
者
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
お
客
様
が

一
体
化
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
も
ど
ん

ど
ん
取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
キ
ャ
ン
プ
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
が
過

熱
す
る
一
方
で
、
遠
出
す
る
こ
と
な
く
、

手
ぶ
ら
で
気
軽
に
楽
し
め
る
シ
ェ
フ
付
き

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
ニ
ー
ズ
は
思
い
の
ほ
か

高
く
、
最
近
は
コ
ロ
ナ
前
を
上
回
る
ほ

ど
好
調
だ
と
か
。

「
お
か
げ
さ
ま
で
12
月
は
例
年
以
上
の

予
約
が
入
り
、
１
日
３
組
の
キ
ャ
ン
セ

ル
待
ち
と
な
る
日
も
あ
り
ま
し
た
」

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
シ
ー
ズ
ン
本
番
と
な

る
夏
場
は
と
く
に
混
雑
す
る
の
で
、
早

め
の
予
約
が
お
す
す
め
と
の
こ
と
。

「
六
本
木
ら
し
く
な
い
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

さ
が
強
み
な
の
で
、
海
の
家
感
覚
で
カ

ジ
ュ
ア
ル
に
楽
し
ん
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
」

税理士　渡辺 由紀子

令和５年度
税制改正関連法案のうち

資産課税について

　
資
産
移
転
の
時
期
の
選
択
に
よ
り
中
立
的
な
税
制
の
構
築
等
と
い
う
文
言
は
既
に
令

和
３
年
・
令
和
４
年
の
税
制
改
正
で
も
登
場
し
「
相
続
税
・
贈
与
税
の
あ
り
方
に
つ
い

て
今
後
、
諸
外
国
の
制
度
も
参
考
に
し
つ
つ
・
・
・
現
行
の
相
続
時
精
算
課
税
制
度
と

暦
年
課
税
制
度
も
あ
り
方
を
見
直
す
な
ど
本
格
的
な
検
討
を
進
め
る
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
政
府
と
し
て
も
検
討
を
重
ね
た
上
い
よ
い
よ
具
体
的
に
税
制
に
織
り

込
ん
で
き
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
「
資
産
移
転
の
時
期
の
選
択
に
中
立
的
」
と
は
、
資
産
移
転
の
時
期
（
回
数
・
金
額

を
含
む
）
に
か
か
わ
ら
ず
、
納
税
義
務
者
に
と
っ
て
、
生
前
贈
与
と
相
続
を
通
じ
た
資

産
移
転
の
総
額
に
係
る
税
負
担
が
一
定
と
な
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
さ
て
参
考
に
す
る

諸
外
国
の
例
で
す
が
相
続
税
の
課
税
方
式
は
違
い
ま
す
が
相
続
財
産
に
加
算
す
る
生
前

資
産
移
転
の
時
期
の
選
択
に
よ
り
中
立
的
な
税
制
の
構
築
等

•

相
続
時
精
算
課
税
の
基
礎
控
除
の
創
設

　
相
続
時
精
算
課
税
制
度
に
つ
い
て
、
相
続
時
精
算
課
税
適
用
者
が
特
定
贈
与

者
か
ら
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財
産
に
係
る
そ
の
年
分
の
贈
与
税
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
基
礎
控
除
と
は
別
途
、
課
税
価
格
か
ら
基
礎
控
除
１
１
０
万
円
を

控
除
で
き
る
こ
と
と
す
る

•

暦
年
課
税
に
お
け
る
相
続
前
贈
与
の
加
算
期
間
の
延
長
等

　
暦
年
課
税
に
お
け
る
相
続
前
贈
与
の
加
算
期
間
を
７
年
に
延
長
す
る
ほ
か
、

延
長
し
た
期
間 

（
４
年
間
）
に
受
け
た
贈
与
の
う
ち
一
定
額
（
１
０
０
万
円
）

に
つ
い
て
は
、
相
続
財
産
に
加
算
し
な
い
こ
と
と
す
る
見
直
し
を
行
う
。

令和5年税制改正　『生前贈与の持戻期間延長（3年→7年）』

令和1年 令和2年 令和3年 令和4年 令和5年 令和6年 令和7年 令和8年 令和9年 令和10年 令和11年 令和12年 令和13年 令和14年 令和15年 令和16年 令和17年 令和18年

死亡

死亡

死亡

死亡

死亡

死亡

死亡

死亡

死亡

死亡

死亡

死亡

死亡

死亡

死亡

生生前前贈贈与与のの持持戻戻のの規規定定ととはは

改改正正のの内内容容

生前贈与加算対象

生前贈与加算対象

生前贈与加算対象

生前贈与加算対象

生前贈与加算対象

生前贈与加算対象

生前贈与加算対象

　財産を相続した人が、その相続の開始前『『３３年年以以内内』』に、被相続人から生前贈与を受けていた場合は、その『『３３年年以以内内』』に贈与を受けた財産は、相続税の課税
対象財産に加算されるという規定です。

　令和６年１月１日以降に生前贈与を受けた財産からは、上記の持戻期間が『『７７年年以以内内』』に延長されます。ただし、相続開始の４年前から７年前までの間に生前
贈与を受けた財産については、その総額のうち１００万円までは持戻の対象外とします。

生前贈与加算対象

生前贈与加算対象

生前贈与加算対象

生前贈与加算対象

生前贈与加算対象

生前贈与加算対象

生前贈与加算対象

生前贈与加算対象

贈
与
（
累
積
贈
与
）
加
算
年
数
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
生
涯
、
ド
イ
ツ

で
は
10
年
間
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
15
年
間
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
ア
メ
リ
カ
は
一
生

涯
累
積
贈
与
額
と
相
続
財
産
が
一
体
で
課
税
さ
れ
る
た
め
、 

納
税
者
及
び
行
政
負

担
が
大
き
い
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
基
礎
控
除
額
が
12
億
円
と
桁
外
れ
な
た

め
課
税
対
象
者
は
著
し
く
少
な
い
状
況
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
課
税
方
式
の
検
討
も
含
め
、
相
続
税
の
改
正
か
ら
目
が
離

せ
な
い
状
況
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

【生前贈与持ち戻し】

株式会社 J.secret 
代表取締役社長　
六本木貸切レストラン

『J secret』オーナー
鉄板を使ったステーキや海鮮
料理が人気。
政治家や著名人、芸能人など
御用達、また貸切ライヴなど
様々なパーティシーンを演出。
誕生日のお客様にはオーナー
自らバースデーソングなどピ
アノ演奏もしている。
略歴　武蔵野音楽大学ピアノ
科卒業後、中国に留学し外資
系ホテルピアニストや音楽学
院講師を経験。帰国後はル・
コルドンブルーにてミシュラ
ンシェフよりフランス料理を
学ぶ。その後六本木にレスト
ラン開業。

森脇 順子
もりわき　じゅんこ

取材：齊藤将彦、田邉謙一／文責：秋山美英　　　
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活動
報告

　
令
和
５
年
１
月
17
日
㈫
、
明
治
記
念
館

に
て
２
０
２
３
年
公
益
社
団
法
人
麻
布
法

人
会 

新
年
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
司
会
の
大
同
生
命
の
赤
羽
慶
子
さ
ん
の

進
行
の
元
、
稲
葉
会
長
の
新
年
に
向
け
て

の
ご
挨
拶
か
ら
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
続
い
て
ご
来
賓
紹
介
の
後
、
代
表
と

し
て
麻
布
税
務
署
長
小
尾
雅
和
様
、
港
区

長
の
武
井
雅
昭
様
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴

し
、
間
税
会
の
沼
生
智
様
の
、
乾
杯
の
ご

発
声
と
共
に
宴
は
始
ま
り
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ゆ
っ
た
り
と

席
を
あ
け
た
着
席
で
の
会
食
で
し
た
が
、

名
刺
交
換
な
ど
で
テ
ー
ブ
ル
を
越
え
た
ご

挨
拶
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
新
入
会
員
紹
介
で
は
、
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
26
社
も

の
新
入
会
員
様
に
テ
ー
ブ
ル
毎
に
ご
登
壇

い
た
だ
き
、
一
言
ず
つ
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
皆
様
が
参
加
さ
れ
る
こ

と
で
、
麻
布
法
人
会
の
活
動
も
い
っ
そ
う

活
発
に
な
る
と
、頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
し
ば
ら
く
テ
ー
ブ
ル
で
の
食
事
歓
談
後
、ド
ラ
の
音
と
中
国
風
の
音
楽
と
共
に
、

全
身
黒
地
に
龍
の
刺
繍
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
、
大
き
な
黒
マ
ン
ト
の
衣
装
の
人
が
登

場
し
て
余
興
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
京
劇
の
よ
う
な
大
き
な
被
り
物
に
白
塗
り
の
仮
面
、
大
き
く
手
足
を
上
げ
て
踊

り
、
首
を
振
る
ご
と
に
一
瞬
で
仮
面
が
変
わ
る
変
面
シ
ョ
ー
で
会
場
の
雰
囲
気
が

和
ん
だ
後
、
片
岡
雅
敦
副
会
長
の
音
頭
で
、
会
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
し
て
、
三

本
締
め
で
賀
詞
交
歓
会
が
終
わ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
総
務
委
員
会　
髙
橋
ユ
ミ

総
務
委
員
会

賀詞交歓会
令和５年１月17日

明治記念館

　
　

ゴ
ル
フ
同
好
会

クリスマスパーティー
令和４年12月15日　
六本木ヒルズクラブ

　
２
月
２
日
㈭
、
組
織
強
化
委
員
会
主
催
に
よ
る
「
新
入
会
員
を
囲
む
会
」
が
赤
坂
サ
カ
ス

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
２
回
目
と
な
る
こ
の
会
で
す
が
、
今
回
は
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
行
い
ま
し
た
。

会
で
は
自
己
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
を
設
け
、
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
が
自
分
自
身
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や

こ
れ
ま
で
の
経
験
、
今
後
の
意
気
込
み
な
ど
を
発
表
し
、
そ
の
後
の
会
食
は
参
加
者
同
士
が

お
互
い
を
知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
己
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
で
は
、
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
が
真
剣
に
自
分
自
身
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

た
だ
き
、
参
加
者
全
員
に
、
そ
の
熱
意
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
充
分
に
伝
わ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
ラ
ン
チ
で
は
、
皆
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
雰
囲
気
の
中
、
初
め
て
知
り
合

っ
た
人
達
も
自
己
紹
介
に
よ
り
会
話

が
弾
み
、
和
や
か
に
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
食
事
を
通
じ
て
、

会
員
同
士
の
距
離
が
一
気
に
縮
ま
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
委
員

会
の
方
針
や
各
支
部
の
目
的
、
法
人

会
の
活
動
内
容
な
ど
を
話
し
合
い
、

よ
り
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自
己
Ｐ
Ｒ
タ

イ
ム
で
自
分
自
身
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

た
の
が
良
か
っ
た
」「
ラ
ン
チ
で
新
入

会
員
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
こ
と
が

で
き
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
と

い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
、
新
入

会
員
の
皆
さ
ん
が
委
員
会
や
支
部
活

動
等
に
益
々
興
味
を
持
ち
、
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
、
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
、
麻

布
法
人
会
全
体
の
一
体
感
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

組
織
強
化
委
員
会　
副
委
員
長　
山
ノ
下
真
吾

組
織
強
化
委
員
会

新入会員を囲む会
令和５年２月２日　赤坂サカス

　麻布法人会ゴルフ同好会「AZABU GOLF CLUB」は2022年12月
15日にクリスマスパーティーを開催しました。
　会場となった六本木ヒルズクラブ51階から見る夜景は素晴らしく、
さらに当日は2022年LPGAツアーで１勝を挙げた黄金世代で知られ
る植竹希望プロにもお越しいただき、トークショーやイベントで大い
に盛り上がりました。
　今年も４回のゴルフコンペを予定しておりますので、ゴルフを通じ
てみなさまと交流を図っていきたいと思います。

AZABU GOLF CLUB　後藤 浩



2023.413 12

港
区
立
南
山
小
学
校

６
年長谷

川
　
翔

東
洋
英
和
女
学
院

小
学
部
６
年

白
木
　
七
海

港区立南山小学校
５年

上原　成那

港区立青山小学校
６年

足立　日和

港区立本村小学校
６年

藤　雅

港区立青南小学校
６年

長江　桃子

港区立麻布小学校
５年

野﨑　万由

港区立赤坂小学校
５年

岸本　爽

港区立東町小学校
６年

岡崎　歩波

港区立笄小学校
５年

藤森 舞来香

港区立東町小学校
６年

鈴木　麻央

港区立本村小学校 ６年　石塚　咲里

東洋英和女学院
小学部５年

下崎 志恵莉

港区立笄小学校
６年

三輪　藍

東洋英和女学院 小学部５年　長谷川 僚子

　
令
和
４
年
度
の
「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
麻
布
管

内
９
校
７
４
２
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
絵
の
専
門
家
を
加
え
た

役
員
と
麻
布
税
務
署
幹
部
を
は
じ

め
、
港
都
税
事
務
所
所
長
、
港
区
役

所
税
務
課
、
港
区
教
育
委
員
会
の

方
々
に
厳
正
な
審
査
を
い
た
だ
い
た

結
果
、「
麻
布
税
務
署
署
長
賞
」・「
港

区
教
育
委
員
会
賞
」・「
優
秀
賞
」
の

３
賞
を
東
洋
英
和
女
学
院
小
学
部
の

児
童
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
、
１
月
12
日

に
麻
布
法
人
会
、
麻
布
税
務
署
、
東

洋
英
和
女
学
院
小
学
部
の
関
係
者
で

同
学
院
に
て
授
賞
式
を
行
い
ま
し

た
。
児
童
さ
ん
達
の
嬉
し
そ
う
な
顔

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
が
行
っ
て
い

る
「
租
税
教
室
」
の
お
話
に
大
変
興

味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
部
長
先
生
の
租
税
教
育
に
対

す
る
意
欲
を
感
じ
、引
き
続
き「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
ご
協
力
頂
く
よ
う
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
税
務
署
の
方
々
と
共
に
税
知
識
の
普
及
を
努
め
る
と
共
に
、

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
の
活
動
な
ど
、
麻
布
法
人
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
顧
問　
鈴
木
秀
世

税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
授
賞
式

令
和
５
年
１
月
12
日　
東
洋
英
和
女
学
院

　
２
月
20
日
、
麻
布
区
民
協
働
ス
ペ
ー
ス
に
て
「
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
と
愉
し

く
手
話
を
学
ぼ
う
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
昨
年
に
続

き
２
回
目
。
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
で
は
手
話
を
学
ぶ
事
で
、
会
員
の
仕
事
や

暮
ら
し
の
中
で
、
気
づ
き
の
機
会
を
広
げ
て
い
こ
う
と
考
え
、
継
続
的
に

手
話
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
は
２
０
２
０
年
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
閉
会
式
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
と
し
て
そ
の
豊
か
な
才
能
を
発
揮
さ
れ
、
表
現
力
の
豊
か
さ
と
、
圧

倒
的
な
存
在
感
に
い
つ
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。
講
座
が
終
わ
る
頃
に
は
、
Ｒ

Ｉ
Ｍ
Ｉ
さ
ん
の
世
界
に
引
き

込
ま
れ
、
手
話
を
学
ぶ
だ
け

で
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
本
質
を
学
ん
だ
よ
う

な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
麻
布
税
務
署
か
ら
は
、
黒

田
副
署
長
と
鈴
木
上
席
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
愉
し
い
１

時
間
半
で
し
た
。

　
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
で
は
こ

れ
か
ら
も
楽
し
く
為
に
な
る

企
画
を
立
て
て
参
り
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ　

副
部
会
長　
水
野
成
美

RIMIさんと愉しく手話を学ぼう
令和５年２月20日　麻布区民協働スペース

第
10
回
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル 

選
考
会

令
和
４
年
10
月
５
日　
麻
布
税
務
署
別
館
会
議
室

　
10
月
５
日
麻
布
税
務
署
別
館
会
議
室
に
於
い
て
、
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
の
選
考
会
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
に
は
、
麻
布
税
務
署
か
ら
小
尾
署
長
は

じ
め
署
幹
部
、港
都
税
事
務
所
か
ら
福
留
所
長
、港
区
役
所
か
ら
相
川
税
務
課
長
、

港
教
育
委
員
会
か
ら
山
口
教
育
長
室
担
当
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
厳
正
に
か
つ

和
や
か
な
雰
囲
気
で
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
彩
り
豊
か
な
作
品
も
あ
り
、
子
供
達
の

表
現
力
に
圧
倒
さ
れ
た
時
間
で
し
た
。

　
ご
応
募
い
た
だ
い
た
小
学
生
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者

各
位
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ　
吉
田
眞
紀
子



　
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
合
同
会
社
Ｇ
ｏ
ｏ
ｆ
ｙ 

Ｇ
ｏ
ｏ
ｂ
ｙ

の
瀧
野
茜
と
申
し
ま
す
。
弊
社
は
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
中
心
と

し
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
業
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。具
体
的
に
は
、

自
社
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
向
上
、
独
自
の
付
加
価
値
を
創

造
し
顧
客
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
や
共
感
性
を
高
め
て
他
社
と
の
差

別
化
を
実
現
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
い
う
と
具
体
的
に
ど
ん
な
事
を
し
て
い
る
の
？
と
、
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
し
て
ま
だ
そ
こ
ま
で
浸
透
し
て
い
な
い
業
種

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
ブ
ラ
ン
ド
無
く
し
て
は

生
き
残
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
位
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
と
て

も
重
要
な
コ
ア
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
無
駄
の
な
い
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
採
用
に
繋
げ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
弊
社
で
は
ブ
ラ
ン
デ

ィ
ン
グ
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
、
企
業
の
軸
と
な
る
と
こ
ろ

を
一
番
大
切
に
考
え
、
時
間
を
か
け
て
構
築
し
て
い
ま
す
。 

　
私
自
身
10
年
以
上
フ
ロ
ー
リ
ス
ト
（
お
花
屋
さ
ん
）
と
し
て
活
動
し
て
お
り
ま
し
て
、
冠
婚
葬
祭
、
企
業

に
送
る
花
や
講
師
と
し
て
も
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
花
屋
の
経
営

や
フ
ラ
ワ
ー
教
室
の
運
営
、
講
師
の
育
成
な
ど
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
多
く
の
方
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て

い
く
中
で
「
モ
ノ
は
素
晴
ら
し
い
・
人
は
素
晴
ら
し
い
」
の
に
中
々
集
客
や
売
上
に
繋
が
ら
な
い
…
他
に
も

様
々
な
業
種
の
方
か
ら
、
自
身
の
売
り
出
し
方
や
良
さ
を
見
出
す
こ
と
が
中
々
難
し
い
と
い
う
お
声
を
た
く

さ
ん
頂
い
て
き
ま
し
た
。コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
上
で
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
、

私
自
身
人
の
為
に
な
る
事
や
手
助
け
を
す
る
事
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
事
に
幸
せ
を
感
じ
る
性
格
な
の
で
「
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
も
っ
と
会
社
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」「
素
敵
な
会
社
が
沢
山
あ
る
の
に
認
知
さ
れ
て
い

な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
の
想
い
か
ら
、
昨
年
４
月
に
会
社
を
設
立
す
る
運
び
と
な
り
、
現
在
に
至
り

ま
す
。 

　
麻
布
法
人
会
で
は
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
（
事
業
委
員
）、
テ
ィ
ー
・
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
お
り
ま
す
。
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
香
港
出
身
の
夫
と
２
歳
の
娘
、
猫
２
匹
、
お
魚
た
ち
と
仲
良
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
お
力
に
な
れ
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
ご
一
読
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

私
の
仕
事

合
同
会
社
Ｇ
ｏ
ｏ
ｆ
ｙ 

Ｇ
ｏ
ｏ
ｂ
ｙ　

瀧
野
　
茜
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令
和
５
年
３
月
８
日
、
港
区
立
六
本

木
中
学
校
に
て
２
ク
ラ
ス
の
生
徒
を
対

象
に
租
税
教
室
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
約
４
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
、
さ
ら
に
４
年
前
に
行
っ

た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
型
の
授
業
が
大
変

好
評
だ
っ
た
た
め
、
中
学
校
と
の
事
前

打
合
せ
の
結
果
、
は
じ
め
て
２
時
限
の

授
業
を
行
な
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
の
考
え
る
時
間
と
、
発
表

の
時
間
を
た
っ
ぷ
り
取
っ
て
欲
し
い
と

い
う
中
学
校
か
ら
の
ご
要
望
が
あ
っ
た

た
め
、
授
業
の
前
半
で
は
最
近
の
増
税

に
関
す
る
動
向
と
日
本
の
財
政
問
題
、

そ
し
て
国
連
が
発
表
し
て
い
る
世
界
幸

福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
を
紹
介
し
、
税
金
・
財
政
や
社
会
の
仕
組
み
と
国
民
の
幸

福
度
と
い
う
概
念
が
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
か
を
説
明
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
生
徒
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
①
増
税
に
賛
成
か
。
そ

の
理
由
。
②
日
本
の
借
金
を
ど
の
よ
う
に
返
済
し
て
い
け
ば
よ
い
か
。
③
日

本
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
を
上
げ
る
方
法
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議
論

し
て
も
ら
い
模
造
紙
に
意
見
を
ま
と
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
活
発
に
行
わ
れ
る
か
少
し
不
安
で
し

た
が
、
１
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
１
人
の
サ
ン
エ
ー
会
員
を
配
置
し
、
ヒ
ン
ト
を

与
え
た
り
議
論
を
促
し
た
り
し
た
結
果
、
発
表
で
は
「
私
た
ち
の
年
代
は
増

税
で
犠
牲
に
な
っ
て
も
よ
い
。
そ
の
代
わ
り
未
来
の
子
供
た
ち
を
幸
せ
に
し

た
い
。」
な
ど
た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
意
見
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
で
は
、
今
後
も
積
極
的
に
租
税
教
育
を
行
い
、
地
域

の
子
供
た
ち
に
税
金
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
一
丸
と
な
っ

て
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ　
副
部
会
長　
若
田
部
鉄
也

サンエー・クラブ

租税教室

本
村
小
学
校
租
税
教
室

六
本
木
中
学
校
租
税
教
室

　
本
村
小
学
校
に
て
、
サ
ン
エ
ー
・
ク

ラ
ブ
に
よ
る
租
税
教
室
を
令
和
５
年
２

月
18
日
に
開
催
し
、
児
童
37
名
（
２
ク

ラ
ス
）に
ご
参
加
頂
き
、麻
布
税
務
署
よ

り
副
署
長
の
黒
田
様
を
は
じ
め
清
様
、

鈴
木
様
も
ご
見
学
頂
き
ま
し
た
。 

　
今
年
は
２
コ
マ
時
間
を
頂
き
、
１
限

目
は
講
義
、
２
限
目
は
人
生
ゲ
ー
ム
及

び
街
づ
く
り
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
１
限
目
の
講
義
で
は
、
身
近
で
使
わ
れ
て

い
る
税
金
と
い
う
こ
と
で
、
子
育
て
応
援
商
品
券
事
業
、
み
な
得
レ
シ
ー
ト
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
の
港
区
の
事
業
に
使
わ
れ
て
い
る
税
金
を
紹
介
し
ま
し
た
。
区
立
小

学
校
に
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
を
設
置
す
る
事
業
で
は
、「
あ
！
体
育
館
に
あ
る
や
つ
だ
。」

と
、
身
近
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
く
れ
た
よ
う
で
し
た
。
２
限
目
の

ワ
ー
ク
で
は
、
人
生
ゲ
ー
ム
で
納
め
た
税
金
（
ポ
イ
ン
ト
）
を
使
っ
て
、
理
想
の

街
を
作
る
と
い
う
街
づ
く
り
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
集
め
た
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ

て
ど
ん
な
街
を
つ
く
り
た
い
か
、
ど
ん
な
公
共
施
設
を
建
て
る
か
、
ポ
イ
ン
ト
が

足
り
な
い
場
合
は
借
り
る
か
、
借
り
る
場
合
は
返
済
方
法
等
を
、
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
、
発
表
し
ま
し
た
。「
安
心
な
街
に
し
た
い
」「
若
者

が
楽
し
い
街
に
し
た
い
」
等
、
様
々
な
意
見

が
飛
び
交
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
両
ク
ラ
ス

と
も
講
師
デ
ビ
ュ
ー
の
回
で
し
た
が
、
ス
ム

ー
ズ
に
進
行
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
講
師
育

成
を
し
、
多
く
の
会
員
が
租
税
教
育
に
関
わ

れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
成
年
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
子
ど
も
達

の
「
自
立
」
の
必
要
性
が
増
す
な
か
、
今
後

も
サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ
で
は
、
租
税
教
室
を

通
し
て
、
社
会
の
し
く
み
を
学
ぶ
機
会
を
提

供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

サ
ン
エ
ー
・
ク
ラ
ブ  

副
部
会
長  

東  

麻
未
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政
府
は
、令
和
４
年
１２
月
２３
日
に
令
和
５
年
度
税
制
改
正
大
綱
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　
法
人
会
が
提
言
し
て
い
た
法
人
税
の
軽
減
税
率
の
特
例
期
限
の
延
長
は
実
現
さ
れ
、イ
ン
ボ
イ
ス
に
つ
い

て
は
影
響
が
大
き
い
改
正
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
相
続
時
精
算
課
税
制
度
、電
子
帳
簿
保
存

法
も
改
正
さ
れ
注
目
論
点
が
多
い
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

⑴
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
税
制
の

見
直
し
　
対
象
と
な
る
特
定
株
式
に
つ
い
て
、

発
行
法
人
以
外
か
ら
の
購
入
に
よ
り
取

得
し
て
議
決
権
の
過
半
数
を
有
す
る
こ

と
に
な
る
場
合
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
の
払
込
み
に
よ
る
場
合
の
上
限
額

は
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑵
研
究
開
発
税
制
の
見
直
し

一
般
試
験
研
究
費
の
額
に
か
か
る
税

額
控
除
制
度
に
つ
い
て
は
、下
限
を
２
％

か
ら
１
％
に
引
き
下
げ
、上
限
を
10
％

か
ら
14
％
に
引
き
上
げ
、適
用
期
限
は

３
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。試
験
研
究

費
の
額
が
平
均
売
上
金
額
の
10
%
を
超

え
る
場
合
の
税
額
控
除
率
の
特
例
及
び

控
除
税
額
の
上
乗
せ
の
特
例
の
適
用
期

限
は
3
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

　
中
小
企
業
技
術
基
盤
強
化
税
制
に
つ

い
て
は
、増
減
試
験
研
究
費
割
合
が
12

%
を
超
え
る
場
合
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

す
。税
額
控
除
率
の
12
％
に
、増
減
試
験

研
究
費
割
合
か
ら
12
％
を
控
除
し
た
割

合
に
0
・
3
7
5
を
乗
じ
た
割
合
を
加

算
し
ま
す
。試
験
研
究
費
割
合
が
10
％

超
の
場
合
の
上
乗
せ
措
置
に
つ
い
て
は

従
来
通
り
で
す
。

　
特
別
試
験
研
究
費
に
対
す
る
税
額
控

除
制
度
に
つ
い
て
は
、①
対
象
と
な
る

特
別
試
験
研
究
費
の
額
に
、特
別
新
事

業
開
拓
事
業
者
と
の
共
同
研
究
及
び
特

別
新
事
業
開
拓
事
業
者
へ
の
委
託
研
究

に
係
る
試
験
研
究
費
の
額
を
加
え
ら
れ

ま
す
。税
額
控
除
率
は
25
％
と
さ
れ
ま

す
。②
対
象
と
な
る
特
別
試
験
研
究
費

の
額
に
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
新
規

高
度
研
究
業
務
従
事
者
に
対
す
る
人
件

費
が
含
め
ら
れ
ま
す
。税
額
控
除
率
は

20
％
と
さ
れ
ま
す
。③
対
象
と
な
る
特

別
試
験
研
究
費
の
範
囲
か
ら
、研
究
開

発
型
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
の
共
同
研
究

及
び
研
究
開
発
型
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ

の
委
託
研
究
に
係
る
試
験
研
究
費
が
除

外
さ
れ
ま
す
。

⑶
中
小
企
業
等
の
法
人
税
の
軽
減
税
率
の

特
例
の
延
長

　
中
小
企
業
者
等
の
法
人
税
の
軽
減

税
率
の
特
例
期
限
は
2
年
間
延
長
さ
れ

ま
す
。

⑷
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の
見
直
し

中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
に
つ
い
て
は
、

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
等
を
利
用
し
た
節
税

を
除
外
し
て
2
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

⑸
中
小
企
業
者
等
が
特
定
経
営
力
向
上
設

備
等
を
取
得
し
た
場
合
の
特
例

中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
に
つ
い
て
、

コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
業（
主
要
な
事
業
で

あ
る
も
の
を
除
く
）又
は
暗
号
資
産
マ

イ
ニ
ン
グ
を
委
託
し
て
い
る
場
合
な
ど

を
除
外
し
て
2
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

⑴
相
続
時
精
算
課
税
制
度
に
つ
い
て
の

見
直
し

　
相
続
時
精
算
課
税
適
用
者
が
、特
定

贈
与
者
か
ら
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
財

産
に
係
る
そ
の
年
分
の
贈
与
税
に
つ
い

て
は
、従
来
の
基
礎
控
除
と
は
別
途
、課

税
価
格
か
ら
基
礎
控
除
1
1
0
万
円
を

控
除
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、

特
定
贈
与
者
の
死
亡
の
際
の
相
続
税
の

課
税
価
格
に
加
算
と
な
る
額
は
、基
礎

控
除
額
を
控
除
し
た
残
額
と
さ
れ
ま
す
。

　
相
続
時
精
算
課
税
適
用
者
が
特
定

贈
与
者
か
ら
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た
一

定
の
不
動
産
に
つ
い
て
、災
害
等
に
よ
っ

て
被
害
を
受
け
た
場
合
は
、相
続
税
の

課
税
価
格
へ
の
加
算
と
な
る
価
額
は
、

贈
与
時
の
価
額
か
ら
被
害
を
受
け
た
部

分
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
残
額
と

さ
れ
ま
す
。

　
2
0
2
4
年
分
の
贈
与
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。

⑵
生
前
贈
与
加
算
の
期
間
の
見
直
し

相
続
税
の
生
前
贈
与
加
算
さ
れ
る
期

間
が
、3
年
以
内
か
ら
7
年
以
内
に
変
更

さ
れ
ま
す
。な
お
、3
年
以
内
に
贈
与
さ
れ

た
財
産
以
外
に
つ
い
て
は
、財
産
の
価
額

の
合
計
額
か
ら
1
0
0
万
円
を
控
除
し

た
残
額
が
課
税
価
額
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

2
0
2
4
年
以
後
贈
与
に
よ
り
取
得

す
る
財
産
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

⑶
教
育
資
金
贈
与
の
見
直
し

直
系
尊
属
か
ら
教
育
資
金
の
一
括
贈

与
を
受
け
た
場
合
の
非
課
税
措
置
に
つ

い
て
、次
の
変
更
を
加
え
て
、適
用
期
限

が
3
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。①
贈
与
者

の
死
亡
に
係
る
相
続
税
の
課
税
価
格
の

合
計
額
が
5
億
円
を
超
え
る
場
合
は
、

常
に
課
税
対
象
と
さ
れ
ま
す
。②
受
贈

者
が
30
歳
に
達
し
た
場
合
等
に
お
い
て
、

贈
与
税
が
課
さ
れ
る
と
き
は
、
一
般
税

率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。③
教
育
資
金
の

範
囲
に
、都
道
府
県
知
事
等
か
ら
国
家

戦
略
特
別
区
域
内
に
所
在
す
る
場
合
の

外
国
の
保
育
士
資
格
を
有
す
る
者
の
人

員
配
置
基
準
等
の
一
定
の
基
準
を
満
た

す
旨
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
認
可

外
保
育
施
設
に
支
払
わ
れ
る
保
育
料
等

が
加
え
ら
れ
ま
す
。

2
0
2
3
年
4
月
以
後
の
教
育
資
金

に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

⑷
結
婚・
子
育
て
資
金
贈
与
の
見
直
し

直
系
尊
属
か
ら
結
婚
・
子
育
て
資

金
の
一
括
贈
与
を
受
け
た
場
合
の
非

課
税
措
置
に
つ
い
て
、
受
贈
者
が
50

歳
に
達
し
た
場
合
等
に
お
い
て
、
贈

与
税
が
課
さ
れ
る
と
き
は
、
一
般
税

率
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
し
た
上
で
、

適
用
期
限
が
2
年
間
延
長
さ
れ
ま
す
。

　
2
0
2
3
年
4
月
以
後
の
贈
与
に
つ

い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

⑴
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
の
恒
久
化

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
に
つ
い
て
、恒
久
化
し
、

期
限
を
撤
廃
し
ま
し
た
。ま
た
、
一
般
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
と
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を
統
合
し

た
上
で
、つ
み
た
て
投
資
枠
と
成
長
投
資

枠
が
設
け
ら
れ
ま
す
。な
お
、新
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
制
度
は
2
0
2
4
年
か
ら
と
な
り
、

2
0
2
3
年
中
は
旧
制
度
の
適
用
と
な

り
ま
す
。概
要
を
比
較
す
る
と
次
の
通
り

で
す
。

　
ジ
ュ
ニ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
、2
0
2
3
年

ま
で
で
終
了
と
な
り
ま
す
。新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

制
度
は
18
歳
以
上
が
利
用
で
き
ま
す
。

⑵
極
め
て
高
い
水
準
の
所
得
に
対
す
る

負
担
の
適
正
化

基
準
所
得
金
額
か
ら
3
億
3
千
万
円

を
控
除
し
た
金
額
に
22
・
5
％
の
税
率

を
乗
じ
た
金
額
が
、そ
の
年
分
の
基
準

所
得
税
額
を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
、

所
得
税
を
課
税
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
す
。

基
準
所
得
金
額
と
は
、そ
の
年
分
の

所
得
税
に
つ
い
て
申
告
不
要
制
度
を
適

用
し
な
い
で
計
算
し
た
合
計
所
得
金
額

で
す
。基
準
所
得
税
額
と
は
、そ
の
年
分

の
基
準
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税
の
額

で
す
。な
お
、基
準
所
得
金
額
に
は
、源

泉
分
離
課
税
の
対
象
と
な
る
所
得
金
額

及
び
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
で
非
課
税
と
な
る

額
は
含
み
ま
せ
ん
。

2
0
2
5
年
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

⑶
エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
の
改
正

　
エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
に
つ
い
て
は
、投
資

し
た
金
額
に
つ
い
て
、そ
の
年
の
株
式
の

譲
渡
所
得
か
ら
控
除
で
き
る
部
分
に
つ

い
て
は
従
来
通
り
で
す
が
、株
式
を
売

却
し
た
際
に
20
億
円
ま
で
課
税
さ
れ
な

い
仕
組
み
と
な
り
ま
す
。従
来
は
課
税

の
繰
り
延
べ
だ
っ
た
も
の
が
２０
億
円
の

非
課
税
枠
を
設
け
た
形
で
す
。

⑷
特
定
中
小
会
社
設
立
時
発
行
株
式
に
関

す
る
控
除
制
度

特
定
の
中
小
会
社
の
設
立
時
に
払
い

込
ん
だ
金
額
に
つ
い
て
、そ
の
取
得
を
し

た
年
の
株
式
の
譲
渡
所
得
か
ら
控
除
で

き
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。ま
た
、そ

の
株
式
を
売
却
し
た
際
に
20
億
円
ま
で

課
税
さ
れ
な
い
仕
組
み
と
な
り
ま
す
。

エ
ン
ジ
ェ
ル
税
制
と
の
選
択
適
用
と
な

り
ま
す
。

⑸
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
の
改
正

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
税
制
の
株
式

の
権
利
行
使
時
期
が
、付
与
決
議
の
日

か
ら
2
年
超
か
つ
10
年
以
内
か
ら
、２

年
超
か
つ
15
年
以
内
に
延
長
さ
れ
ま
す
。

⑴
売
上
税
額
の
２
割
で
消
費
税
を
計
算
で

き
る
特
例

免
税
事
業
者
が
登
録
申
請
し
た
場
合
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
後
3
年
間
は
、

8
割
の
仕
入
税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
ま

す
。つ
ま
り
、売
上
税
額
の
2
割
だ
け
を

納
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑵
１
万
円
未
満
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス
を
不
要

と
す
る
特
例

基
準
期
間
の
課
税
売
上
高
1
億
円

以
下
又
は
特
定
期
間
の
課
税
売
上
高

5
千
万
円
以
下
で
あ
る
事
業
者
が
、イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
後
6
年
間
の
課
税

仕
入
に
つ
い
て
支
払
対
価
が
1
万
円
未

満
で
あ
る
場
合
に
は
、帳
簿
の
み
の
保

存
で
税
額
控
除
を
認
め
ら
れ
ま
す
。

⑶
適
格
返
還
請
求
書
の
交
付
義
務
の
免
除

の
特
例

売
上
に
係
る
対
価
の
返
還
が
税
込
み

1
万
円
未
満
の
場
合
は
、適
格
返
還
請

求
書
の
交
付
義
務
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

事
実
上
、振
込
手
数
料
分
の
値
引
き
に

対
す
る
特
例
で
す
。

⑷
登
録
申
請
書
の
提
出
期
限
の
変
更

2
0
2
2
年
10
月
1
日
か
ら
登
録
し

た
い
場
合
に
、2
0
2
2
年
3
月
末
ま

で
に
申
請
が
必
要
と
い
う
取
り
扱
い
が

事
実
上
な
く
な
り
ま
す
。

⑴
グ
ロ
ー
バ
ル・ミ
ニ
マ
ム
課
税
へ
の
対
応

特
定
多
国
籍
企
業
グ
ル
ー
プ
等
に
属

す
る
法
人
に
対
し
て
、国
際
最
低
課
税

額
に
対
す
る
法
人
税
を
課
税
す
る
仕
組

み
を
創
設
し
ま
す
。2
0
2
4
年
4
月

以
後
開
始
す
る
対
象
会
計
年
度
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。

⑵
外
国
子
会
社
合
算
税
制
等
の
見
直
し

外
国
子
会
社
合
算
税
制
に
つ
い
て
、特

定
外
国
関
係
会
社
の
税
負
担
割
合
が

27
％
以
上（
現
行
は
30
％
以
上
）で
あ
る

場
合
に
は
適
用
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。2
0
2
4
年
4
月
以
後
に
開

始
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

⑶
非
居
住
者
の
カ
ジ
ノ
所
得
の
非
課
税
制

度
の
創
設

非
居
住
者
の
2
0
2
7
年
か
ら
2
0

3
1
年
ま
で
の
間
の
課
税
所
得
に
つ
い

て
は
所
得
税
を
課
さ
な
い
取
扱
い
が
創

設
さ
れ
ま
す
。

　
電
子
帳
簿
保
存
制
度
に
関
し
て
見
直

し
を
行
い
ま
す
。①
過
少
申
告
加
算
税

の
軽
減
対
象
と
な
る
優
良
な
電
子
帳
簿

の
範
囲
に
つ
い
て
明
確
化
さ
れ
ま
す
。

2
0
2
4
年
1
月
以
後
に
申
告
期
限
等

が
到
来
す
る
国
税
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

②
ス
キ
ャ
ナ
保
存
制
度
に
つ
い
て
、解
像

度
、階
調
及
び
大
き
さ
に
関
す
る
情
報

の
保
存
要
件
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。記
録

事
項
の
入
力
者
等
に
関
す
る
確
認
要
件

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。相
互
関
連
性
要
件

に
つ
い
て
は
、契
約
書
・
領
収
書
等
の
重

要
書
類
に
限
定
さ
れ
ま
す
。2
0
2
4

年
1
月
以
後
に
保
存
が
行
わ
れ
る
国
税

関
係
書
類
に
適
用
さ
れ
ま
す
。③
電
子

取
引
に
つ
い
て
、判
定
期
間
に
お
け
る
売

上
高
が
5
千
万
円
以
下
で
あ
る
保
存
義

務
者
と
電
磁
的
記
録
の
出
力
書
面
を
用

意
し
、か
つ
電
磁
的
記
録
を
行
う
者
に

つ
い
て
は
、検
索
要
件
の
全
て
を
不
要
と

し
ま
す
。2
0
2
4
年
1
月
以
後
に
行

う
電
子
取
引
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
防
衛
力
強
化
に
係
る
財
源
確
保
の
た

め
の
税
制
措
置
と
し
て
、2
0
2
4
年

以
降
の
適
切
な
時
期
を
施
行
時
期
と
し

て
、2
0
2
7
年
度
ま
で
に
段
階
的
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

①
法
人
税
額
に
対
し
、税
率
4
〜
4
・

5
%
の
付
加
税
を
課
す
こ
と
と
さ
れ
ま

す
。た
だ
し
、課
税
標
準
と
な
る
法
人
税

額
か
ら
5
0
0
万
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

②
所
得
税
額
に
対
し
、当
分
の
間
、税
率

1
%
の
新
た
な
付
加
税
を
課
す
こ
と
と

し
、
一
方
で
、復
興
特
別
所
得
税
の
税

率
を
1
％
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、課

税
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。③
た
ば
こ

税
に
つ
い
て
は
、
一
本
あ
た
り
３
円
の

引
上
げ
が
、段
階
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

法
人
税
関
係

相
続
税・贈
与
税
関
係

所
得
税
関
係

国
際
課
税

納
税
環
境
整
備

防
衛
力
強
化
に
係
る

財
源
確
保
の
た
め
の
税
制
措
置

消
費
税
関
係

東
京
法
人
会
連
合
会

☆
記
事
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は…

Ｔ
Ｉ
Ｓ
税
理
士
法
人

税
理
士
　
飯
田
聡一郎

TEL 

０
３‒

５
３
６
３‒

５
９
５
８

FAX 

０
３‒

５
３
６
３‒

５
４
４
９

HP http://w
w
w
.iida-offi

ce.jp/

〜
中
小
企
業
向
け
の
軽
減
税
率
や
投
資
促
進
税
制
、経
営
強
化
税
制
の

２
年
延
長
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
お
け
る
各
種
特
例
措
置
な
ど
〜

令
和
5
年
度
税
制
改
正
大
綱

投資金額
の下限額

投資金額
の上限額
特定事業活動
の継続期間

払込みに
よる取得

大企業
１億円以上
中小企業
１千万円以上
海外企業
５億円以上

５０億円

３年

発行法人以外
からの購入

５億円以上

海外企業は
対象外

２００億円

５年

実施期間

非課税
保有期間

累計の非課税
投資可能額

年間投資
可能額

つみたてＮＩＳＡ

2042年まで

最大20年間

800万円

40万円

一般ＮＩＳＡ

2023年まで

最大5年間

600万円

120万円

新ＮＩＳＡ

2024年から
恒久化

期限の制限なし

1,800万円
（内成長投資枠
1,200万円）

つみたて投資枠
120万円
成長投資枠
240万円

－

法
人
会
の
税
制
改
正
提
言

－
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2023年が始まり、１年の1/4が
過ぎた今日この頃。
約３年続いたコロナ禍も、指定感
染症２類からインフルエンザと同
じ５類への変更も決まり、ようや
く落ち着きを見せ、収束の兆しを
感じるようになりました。
しかし、コロナで苦しめられた経
済に加え、ウクライナショックが
追い討ちをかけ、エネルギー価格
の高騰と物価高、米中関係も不穏
な空気が流れる中、まだまだ不安
が晴れない日本経済にとって、今
こそ頑張りどころだと思います。
今回は、私の紹介で新規に法人会
に入会された六本木の貸切BBQ
場「J.secret」さんを取材し、飲
食業界というコロナ禍で苦しんだ
中でも新しい層のお客様を獲得
し、逞しく事業を続けていく姿勢
を聞いて、あらためて敬意を表し
ました。
地域で活動される皆様のお役に立
てる組織として麻布法人会の活動
を広げてゆきたいと考えております。
今後とも麻布法人会をよろしくお
願いたします。

広報委員　田邉謙一

　
六
本
木
交
差
点
か
ら
、
喫
茶
店
ア
マ
ン
ド
が
入
居
す
る
ビ
ル
と
、
か
っ
て
通

称
マ
イ
ア
ミ
ビ
ル
（
一
階
の
テ
ナ
ン
ト
が
喫
茶
店
マ
イ
ア
ミ
で
あ
っ
た
こ
と
に

由
来
。
現
在
は
紳
士
服
仕
立
て
店
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
ビ
ル
と
の
間
を
、
南
へ

下
る
坂
が
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
、
芋
洗
坂
と
い
う
名
の
坂
道
で
す
。

　
交
差
点
で
交
わ
る
外
苑
東
通
り
、
そ
し
て
六
本
木
通
り
共
に
、
片
側
二
車
線

以
上
の
大
通
り
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
の
芋
洗
坂
は
坂
の
途
中
ま
で
、
幅
員
が

一
車
線
ほ
ど
の
道
路
で
、
五
差
路
を
経
て
二
車
線
の
道
路
と
な
り
、
麻
布
十
番

方
向
に
さ
ら
に
下
っ
て
い
き
ま
す
。

　
坂
の
名
前
の
由
来
は
、
江
戸
時
代
こ
の
辺
り
に
芋
問
屋
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
、そ
の
五
差
路
の
辺
り
か
ら
坂
の
上
部
を
見
上
げ
た
ア
ン
グ
ル
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
多
く
の
皆
さ
ん
は
、
向
か
っ
て
右
側
に
見
え
る
、
六
本
木
交
差
点

か
ら
真
っ
す
ぐ
下
っ
て
来
る
下
る
坂
を
、
芋
洗
坂
と
思
わ
れ
て
い
る
か
と
思
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
坂
道
は
、
江
戸
時
代
で
は
な
く
、
明
治
維
新
を
経
て
大

正
以
降
に
新
た
に
造
ら
れ
た
道
な
の
で
す
。

　
港
区
役
所
の
資
料
に
よ
る
と
、
正
し
く
は
、
向
か
っ
て
左
側
の
道
、
西
の
方

角
に
曲
が
っ
て
行
く
道
が
、
本
来
の
芋
洗
坂
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
先
述
の
と
お
り
新
し
く
道
が
出
来
る
と
、
こ
ち
ら
を
芋
洗
坂

と
呼
ぶ
人
が
多
く
な
り
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
で
は
港
区
役
所
に
よ
り
、
坂
の
名
称
や
由
来
を
記
し
た
木
製
の

標
識
も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
周
辺
で
は
次
々
と
新
し
い
建
物
が
建
て
ら
れ
、
景
観
も
そ
の
時
々
で

変
化
し
て
お
り
ま
す
が
、新
旧
含
め
芋
洗
坂
自
体
は
、い
つ
の
世
も
人
々

の
生
活
道
路
と
し
て
の
役
を
担
い
続
け
て
お
り
ま
す
。

山本閉留巳 広報委員

●
口
座
振
替
に
よ
る

　
会
費
納
入
の
お
願
い

　
会
費
は
そ
の
年
度
分
（
４
月
～
翌

年
３
月
、
途
中
入
会
は
月
割
り
）
を

一
括
に
て
、
ご
指
定
の
金
融
機
関
よ

り
口
座
引
落
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
皆

様
か
ら
集
め
ま
し
た
会
費
は
、
そ
の

年
度
の
会
の
運
営
資
金
と
な
り
ま
す

の
で
、
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
口

座
引
落
を
ご
選
択
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
当
年
度
分
の
振
込
用
紙
を
発

送
い
た
し
ま
す
。

●
移
転
そ
の
他
変
更
が
生
じ
た
ら

　
住
所
変
更
や
社
名
、
代
表
者
様
の

変
更
等
が
生
じ
ま
し
た
ら
、
事
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　　　　　  　2022年12月〜2023年２月

法人名
㈱リリーグレイス
㈱SBF
㈱BWSW
小林　弘子
㈱MARE
JandA I.C㈱
㈱葵エステート
4M㈱
源興産㈱
㈱ホルミシスメディカル
西村　慎
㈱プレジデントギア
㈱sunY
土曜会法律事務所
㈱プラスロボ
All Colors㈱
㈱晴

代表者
松岡　華子
前山　正隆
大津　智史
小林　弘子
佐藤　一美
鈴木　清久
宮城島太司
王　　銘浩
高橋　　保
西川　浩介
西村　　慎
梅原　和宏
田中　康子
石渡　幸子
鈴木　亮平
杉浦広治朗
山城　　勇

連絡先住所
港区麻布十番1-8-1-6F
港区赤坂2-17-55-102
港区南青山2-2-5F

港区南青山6-1-6
港区南麻布2-1-5
静岡市葵区古庄3-18-23
港区北青山3-6-19-10F
港区新橋2-16-1-1103
中央区入船3-1-2-301

港区六本木7-3-24-301
港区赤坂8-12-25-109
南青山4-18-21-303
港区西麻布4-11-2-406
西東京市保谷町5-18-9-503
港区六本木6-2-31-17F

業種
ネイルサロンの運営･ネイル商材等の卸販売および製造
金属製品製造
営業及び採用コンサルティング、有料職業紹介
花屋
アクセサリー企画･販売、ジュエリーバッグ講師･販売
各種コンサル・不動産管理 
不動産
M&Aアドバイザリー/PE投資業
不動産
健康器具の製造販売
金融機関向けプロダクトの提供
経営者限定オーダーメイドの革製品販売、アート販売 
コーティング商社
弁護士事務所
ウェブサービスの運用（福祉人材系）
web広告/web制作
コンサルタント業

連絡先TEL
0120-963-839
03-6807-4593
050-5215-3727
03-5451-3125
03-3400-5518

054-298-7797

03-5941-5456
03-5542-0743

03-6811-5898
03-6910-5117

050-5329-0743
03-6831-9211

新会員の
ご紹介

　４月から固定資産税における土地・家屋
　の価格などがご覧になれます（23区内）
•対象：令和５年１月１日現在、23区内に土地・家屋を

所有する納税者   
•内容：所有資産が所在する区で課税されている土地・家

屋の価格など(縦覧帳簿）
•期間：令和５年４月３日㈪から令和５年６月30日㈮ま

で（土・日・休日を除く。）
•時間：８時30分から17時まで
•場所：土地・家屋が所在する区にある都税事務所
　納税通知書は令和５年６月１日㈭に発送予定です。詳細
は、主税局HPまたは下記問合せ先へ

　問合せ：港区にある物件について
　　　　　港都税事務所　03（5549）3800（代表）

　固定資産税・都市計画税、不動産取得税
　の納税管理人制度をご存知ですか？
　納税義務者が都内（固定資産税・都市計画税は特別区内）
に住所等を有しない場合においては、納税に関する一切の
事項を処理させるために納税管理人を定めなければなりま
せん。納税管理人を定めた場合には、資産の所在地を所管
する都税事務所に納税管理人申告書を提出してください。
　問合せ：港区にある物件について
　　　　　港都税事務所　03（5549）3800（代表）

主税局HP（縦覧について）

葉山国際カンツリー倶楽部

神奈川県三浦郡葉山町木古庭 1043-1http://www.hayama-kokusai-cc.com ゴ ル フ 場
御予約専用電話　 0 4 6 - 8 7 8 - 8 1 1 0

主税局HP（本人確認について）



2023.03.23_23:39:37/あかやまぶきNo269　森ビル広告_再校CC2020
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